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１．愛媛RWD構想の目的と概要
RWD = Real World Data

❖ 目的

• 愛媛県内のリアルワールドデータを統合したビッグデータプラットフォームを構築

し、利活用を推進することにより、愛媛県民の健康増進に寄与する

❖ 概要

• 県全域をカバーすることを目指す日本初のプロジェクト

• 愛媛県という人口流動が少ない地域の特性を生かし、都市部と比較して安定した長

期的な追跡性のあるコホートの確立が期待される

• 次世代医療基盤法に基づいたオプトアウトで大規模なデータ収集と、複数の医療機

関や自治体等のデータセットの名寄せを認定事業者を通じて行う

• 愛媛県内の医療機関に対して、データ利活用や臨床研究などのアイディア実現を愛

媛大学が支援



１．愛媛RWD構想について

参照：内閣府HP
https://www8.cao.go.jp/iryou/institutions/institutions.html

国が認めた認定事業者へ医療情報を提供

次世代医療基盤法では、

一定の要件を満たすオ
プトアウトにより、認
定事業者へ医療情報の
提供が可能です。

医療機関側の個人情報
保護や医療情報加工の
煩雑さの課題をクリア
することができます。

https://www8.cao.go.jp/iryou/institutions/institutions.html


１．愛媛RWD構想について
国が認めた認定事業者へ医療情報を提供

SS-MIX2を導入しているか否かによって、
ご提供いただく情報に違いがあります。

SS-MIX2有：電子カルテ、DPC、レセプト
SS-MIX2無：DPC、レセプト

SS-MIX2とは、

記録された医療情報の電子化・標準化に
向けた啓発活動の一環として、具体化し
たパッケージウェアです。これを導入い
ただくサポートも行います。

将来HL7-FHIRが普及すれば医療情報の提
供体制も変化する可能性あり。

次世代医療基盤法の概要



愛大コホート、健診・自治体データ等、医療外データ

医療アウトプットとなる電子カルテデータを、県内総医療機関

NDBやデータベース企業が持ち合わせない、特徴的なプラットフォームを目指
します

２．愛媛RWDプラットフォームの特徴

１

2

3 ①、②で収集されたデータを、名寄せで統合する

「愛媛県」という地域の健康実態をデータベース化



愛媛RWDプラットフォーム

プラットフォームの利活用により、愛媛県の健康増進に寄与する
２．愛媛RWDプラットフォームの特徴

愛大コホート

多種多様なデータソースか
ら次世代医療基盤法に基づ
いて認定事業者で名寄せさ
れたビッグデータ
（匿名/仮名加工医療情報）

ビッグデータの利活用により、愛媛
県の健康増進につながる研究や分析
を推進
（愛媛大学による支援）

医療機関：電子カルテ、レセプト、DPC
自治体：健診、予防接種、行政データ
研究機関：コホート・追跡研究データ
など



２．愛媛RWDプラットフォームの特徴
愛媛大学が認定事業者より加工された医療情報を受領し県内医療機関、行政機関等と利活用

愛媛大学
ヘルスケアデータサイエンス講座

医療機関/市町

ビッグデータ解析
サービス・支援

臨床研究人材育成

一般財団法人日本医師会
医療情報管理機構
（J-MIMO）

匿名/仮名加工
医療情報

RWD提供

共同研究費・寄附金
人員確保

愛媛県

愛媛大学
各研究科

健康増進施策
医療政策



愛媛RWDを使ってできることの例
２．愛媛RWDプラットフォームの特徴

❖ 医療データの後ろ向き解析による、新たな診療方法につながる医学的発見や医療プログラムの開発

⮚ 心不全の退院後再入院リスクを上昇させる要因の探索

⮚ 心不全ハイリスク患者における発症リスクの要因の探索

❖ 開発された医療プログラムの検証、臨床研究におけるコントロール群としての活用

⮚ 血液検査結果より大腸がんの発症リスクを予測するプログラムの性能検証

❖ 地域医療や医療経営の分析による、医療政策や経営施策の立案

⮚ 全県医療データの分析を基にした、医療政策の立案

⮚ 病院（医療圏）内の患者動向や医療行為の実態の分析による、経営施策立案

❖ 医療以外のデータとの統合による、新たな研究分野の開拓

⮚ 所得や職業、食生活などと健康・医療の関係性の疫学的研究

（個人情報保護法に基づくオプトアウトを想定）

研究者・先生方からのプラットフォーム利活用のお申込みをお待ちしております！



詳細は、J-MIMO様よりご説明いただきます
３．愛媛RWD構想参画までのステップ

契約形態
→愛媛大学が契約者となり、
集合契約を締結します

医療機関様でのご準備
→オプトアウトの通知体制と、
データの提供方法のご相談



第一期参画のタイムライン
３．愛媛RWD構想参画までのステップ



ビッグデータを使った研究は大変なのでは？
４．FAQ

愛媛
RWD

構想では、

認定事業者
（J-MIMO）

通常

愛媛大学

次世代医療基盤法に基づきオプトアウトで患者へ通知することで、
医療機関は認定事業者に医療情報を継続的に提供することが可能で、
必要時に臨床研究等のプロセス済みデータを受け取ることが出来る

医療機関単独で研究をしようとすると、解析対象者数も少なく、労力もお金もかかるけど…

医療情報提供 データ整理
データ
解析・分析

レポーティ
ング

医療情報収
集・蓄積

医療機関

研究の
考察・発表

愛媛大学
医療機関



どんな種類のデータを提供するのでしょうか？
４．FAQ

*ご提供いただくデータの種類にかかわらず、利活用は可能です

SS-MIX2
のない
ご施設

DPC, レセプトデータ

電子カルテデータ

DPC, レセプトデータ

オンライン OR セキュリティ便

セキュリティ便

将来的には、SS-MIX2に依存せず、

オンラインで、電子カルテデータ
をご提供いただく体制を整えられ
るよう調整中です。

SS-MIX2
のある
ご施設



ビッグデータを利活用まではどのような流れですか？
４．FAQ



愛媛RWD構想はいつまで続くのでしょうか？
４．FAQ

今後、半永久的に継続していくことを考えております

～2026/3 2026/4～

・愛媛大学
ヘルスケアデータサイエンス講座
（ロシュ・ダイアグノスティックス
との産学協働講座）

・資金調達モデルの立ち上げ

・愛媛大学
講座の形態は未定
（協働講座継続の可能性もあり）

・データ販売による資金調達
・データ解析業務に資金調達
・研究への補助金獲得 etc



ご清聴ありがとうございました

愛媛RWD構想へのご協力を何卒よろしくお願い申し上げます。


